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2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

新ケミカル商事株式会社 10周年記念演奏会
｢能楽と洋楽をあなたに｣
能楽：高砂　洋楽：乾杯の歌、動物の謝肉祭

1(日) 14:00
￥500 北九州音楽協会

090(5296)4688【古郷】
※全席自由
※新ケミカル商事関係者と音楽協会会員は無料

ミュージカル クリエーション Vol.12
完戸真人[指揮]　オリジナルミュージカル｢オペラ座の怪人｣ 7(土) 18:00

無　料 ミュージカル クリエーション
090(7986)5980【野口】※対象：小学生以上

※要整理券　※全席自由

PTC 小さな発表会
ピアノを習っているお友達 8(日) 10:15

(予定)
無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093(531)4331【春田】※全席自由

小･中･高校生対象 無料招待コンサート
子どもたちのためのレクチャーコンサート　音楽の楽しみ
渡辺玲子[ヴァイオリン]　江口玲[ピアノ]

14(土) 15:00
無　料 (公財)北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(562)3611

※対象：小学生以上
※要整理券　※全席自由

第5回 ピティナ ピアノ コンペティション 入賞者記念コンサート 22(日)
10:30 　　　  一般 ￥1000

学生(小･中･高校生) ￥500
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093(531)4342【河嶋】14:00 ※全席自由

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

平成26年度周望学舎修了記念作品展　書道、陶芸、写真 4㈬～10㈫
※10：00～18：00

無　料 周望学舎
093(591)2626※最終日は15：00まで

北九州市職員文化祭　書道、陶芸、工芸品、手芸、写真 11㈬㈷～17㈫ 無　料 北九州市職員文化体育協議会
093(582)2221

浅倉龍雲一門作品展　絵画、書道 18㈬～24㈫ 無　料 彩滴会
0930(23)9628

布友輪～古布の手づくり作品展　手芸 2/25㈬～3/3㈫ 無　料 手づくり教室　布友輪
093(592)5576

ストレッチ編み作品展　手芸 2/25㈬～3/3㈫ 無　料 ストレッチ編み
093(951)1980

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります北九州芸術劇場 「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

建国記念の日奉祝北九州市民大会 11㈬㈷ 12:15
開場12：00

無　料 建国記念の日奉祝
北九州市民大会実行委員会
090(2082)3067※要整理券

Peek-a-Boo Dance Collection 22㈰ 14:30 ￥2500 Peek-a-Boo
093(522)0703※当日￥500増

劇団カッパ座公演　「みにくいアヒルの子」 28㈯ 13:30
大人 ￥1600
小人 ￥1100 北九州カッパ友の会　

070(6801)8222【清末早苗】
※当日￥500増

中
劇
場

青年劇場　「青ひげ先生の聴診器」 11㈬㈷ 14:00
　 一般 ￥3600
中・高生 ￥1000

公益財団法人健和会
大手町診療所

093(592)0100【和田】※対象：小学生以上（小学生無料）

北九州市民劇場2月例会　エイコーン「櫻の園」

14㈯ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093(541)0075

15㈰・16㈪ 13:30
17㈫ 13:30/18:30
18㈬ 13:30
19㈭ 12:00 ※市民劇場会員でない方は

　お問合せください20㈮・21㈯ 13:30

小
劇
場

名越ピアノ教室発表会 1㈰ 13:00 無　料 名越ピアノ教室
093(471)7018

不思議少年「水と油」
「笑いとせつなさと再発見」をテーマに掲げ活動する熊本の劇団が北九州初登場

6㈮ 19:00 　　　一般 ￥2000
高校生以下 ￥1000

北九州芸術劇場
093(562)2655

7㈯ 14:00
19:00 ※対象：小学生以上

※当日￥500増8㈰ 14:00

北九州芸術劇場リーディングセッションvol.25「書く女」
作・演出に永井愛（二兎社）を迎え、樋口一葉の恋と青春を瑞々しく描く

14㈯ 18:00 　　　  一般 ￥1800
高校生〔的〕チケット ￥100015㈰ 14:00
※対象：小学生以上
※当日￥200増16㈪ 14:00

桂九雀で田中啓文、こともあろうに内藤裕敬。
笑酔亭梅寿謎解噺～立ち切れ線香の章
古典落語をキーワードに繰り広げられる人気シリーズの一篇を舞台化

22㈰
13:00 　　　  一般 ￥2500

学生・シニア（65歳以上） ￥2000
高校生〔的〕チケット ￥1000

17:00 ※対象：小学生以上
※当日￥300増

北九州芸術劇場＋市民共同創作リーディング
「Re：北九州の記憶」
この街に生きる人々の言葉から、北九州の街の記憶を紡ぎ出した作品

28㈯
14：00 ￥500

3/1㈰ ※対象：小学生以上
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2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 1㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093(331)670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

京の茶陶―楽茶碗と仁清・乾山
楽焼をはじめ、仁清や乾山、道八など京の都に生まれた茶の湯のやきものを一堂に展示。　　障 1/17㈯～3/29㈰

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料(保護者同伴)

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 7㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

平成26年度門司区合同音楽会
吹奏楽を中心とした演奏会です。 22㈰ 14:30 無　料 門司学園中学校

093(481)4673【中島】

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロ　スリージャンルコンサート
出演：グラスピホーンズ、トレジャーボックス、シックスティーズ 15㈰ 13:00 無　料

旧大連航路上屋
093(322)5020

※都合により中止になることがあります。

マンスリーシアター　「家族」
1970年　松竹　監督：山田洋次　主演：倍賞千恵子 22㈰ 14:00 無　料

※都合により中止になることがあります。

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

2015年新春　第22回北九州選抜歌謡祭 1㈰ 10:30 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093(671)7636

パイプオルガン体験教室
ソレイユホールのパイプオルガンで弾いてみませんか？ 7㈯

15:00 応募による抽選　各回10名
1名 ￥2000 北九州ソレイユホール

093(592)540518:00 ※対象：小学生以上

前川清コンサート2015 10㈫ 19:00 A席 ￥6500
 B席 ￥6000

MIN-ON北九州
093(884)1833

日本フィルハーモニー交響楽団九州公演40周年記念
日本フィル in kyusyu2015 11㈬㈷ 14:00

RS席 ￥7000
SS席 ￥6500
  S席 ￥5500
 A席 ￥4500
 学生 ￥3500

日本フィル北九州実行委員会事務局
090(4997)5500

※対象：小学生以上
※全席指定

第18回　熱血！オヤジバトル 15㈰ 16:00 応募による抽選 NHK福岡放送局
092(724)2266

MAMORU　MIYANO　LIVE　TOUR　2015 28㈯ 18:00 全席指定 ￥7000 ㈱BEA
092(712)4221

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

8㈰ 13:30～
16:30

無　料
ミュージアムの入館料が別途必要

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

28㈯

漫画スクール
テーマ ①「花や木　生物・自然物の描き方」 ②「家やお城　建物の描き方」
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①11㈬㈷ 13:00～
16:00

無　料
ミュージアムの入館料が別途必要

②22㈰ ※対象：小学３年生以上
※要事前申込（定員先着26名）
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2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ちび犬チンク」　人形劇「一休さん」 8㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

北九州市立視聴覚センター
093(561)3131

週末映画会　洋画「美女と野獣」(フランス) 14㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

クラシック・レコードコンサート
ヴィオッティ作曲　「ヴァイオリン協奏曲　第22番」ほか。楽曲解説あり。 15㈰ 14:00 無　料

(先着50名)

週末映画会　邦画「野菊の如き君なりき」 21㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00　小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西日本工業大学デザイン学部　卒業制作優秀作品展
同学部建築学科･情報デザイン学科の卒業制作のうち、優秀な作品を展示 2/28㈯～3/8㈰ 無　料 西日本工業大学企画広報課

093(563)3221

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

冬はやっぱり忠臣蔵
廣重や北斎、歌麿などが描いた浮世絵を104点展示。　　　　　　　　　障

12/10㈬～
2/1㈰ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

土と炎の詩人　河井寛次郎
没後50年を迎える陶芸家・河井寛次郎の作品とそのひととなりを紹介。　 障

2/11㈬㈷～
4/19㈰ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

研
修
室

講演会「忠臣蔵の魅力」
浮世絵を知り尽くした中右氏による講演会。 1㈰ 13:30

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

書
院
棟

小笠原流　加冠の儀
一般公募で選ばれた新成人女性が体験する小笠原流の成人式です。 22㈰ 12:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童

劇
場

夢ごこち節分公演～「演劇」「和太鼓」「ヨサコイ」の夢のコラボ！～
三つの団体による日本の伝統文化を取り入れた合同演劇公演 1㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093(592)4152工

作
室

京友禅和紙でつくる　ひな人形 15㈰ 14:00
１組 ￥400

※対象：4歳～小学生の親子
※先着10組、1/17㈯9:00電話申込受付開始

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

太鼓　INCLUSION in 北九州！
映画「幸せの太鼓を響かせて～INCLUSION」上映、瑞宝太鼓の実演 7㈯ 13:00 一般 ￥2300 プリズム

070(5274)8838
倉橋富子フラメンコスタジオ発表会
フラメンコ舞踊発表会 15㈰ 17:00 一般 ￥3000 倉橋富子フラメンコスタジオプラスエラ

092(573)8321

ミュージカル「オズの魔法使い」 21㈯
11:00

一般 ￥2500 劇団ひまわり
092(752）107714:30

17:30
北九州ＹＭＣＡ　日本語弁論大会
留学生による日本語弁論大会 22㈰ 14:00 無　料 北九州ＹＭＣＡ

093(531)1587

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料

□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30
「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

銀・ギラ・Ag写真展2015
９人の写真家による作品展及び「北九州の文学者」をテーマにした写真を展示 2/3㈫～3/8㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505
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2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

特別企画展
「『眩人』松本清張と東西文化交流　平山郁夫原画＋ガンダーラ仏」　障

1/10㈯～3/31㈫

常設展示観覧料に含む
大　人　¥500
中高生　¥300
小学生　¥200

松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大
画
廊

小
画
廊

平山郁夫・片岡球子・中島千波　版画特集 4㈬～10㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

大
画
廊

八木天水　彩密和紙絵の世界　桜花日本の景勝展 11㈬㈷～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521夢の世界をのぞいてごらん　ノブ・サチ　油絵展 18㈬～24㈫ 無　料

第8回　小池壮太　油絵展 2/25㈬～3/3㈫ 無　料

小
画
廊

磁器の世界　鹿谷敏文　作陶展 11㈬㈷～17㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521伊賀焼の原点を見つめて　瀧本湖久　作陶展 18㈬～24㈫ 無　料

山中三平　創作こけし展 2/25㈬～3/3㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

文と美と武　～歴代藩主が遺したもの～
小倉藩を治めた小笠原氏ゆかりの書や武具、調度品など展示。　　　　　  障

開催中～
5/6㈬㈷ 9:00

　一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

小倉城 □所小倉北区城内2-1　□℡093(561)1210　□時9:00～17:00（4月～10月は18:00まで)入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 4㈬ 14:00 無　料

水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」

バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00水環境館小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

展
示

コ
ー
ナ
ー

小倉南日本画会員展 2/24㈫～
3/5㈭

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会日本画部会
093(962)6467【河合】

※2/24㈫は12:00から、3/5㈭は15:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企画展 「魅せますニッポンの技―ＴＨＥ世界一展」
世界に誇るメイドインジャパンの最新製品を幅広い分野で約100点公開します。　　障 1/17㈯～3/22㈰

　　大人 ￥500
小中高生 ￥100
未就学児無料

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上

多
目
的

ス
ペ
ー
ス

同時開催連動展 「北九州オンリーワン企業展」
北九州から世界に向けて発信する、市認定のオンリーワン技術の製品を紹介します。 1/17㈯～3/22㈰ 無　料

※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ギ
ャ
ラ
リ
ー

美術展「脱・」（だってん）
九州朝鮮中高級学校の生徒たちの美術展

17㈫～
22㈰

10:00～
18:00

無　料
旧百三十銀行ギャラリー
093(661)9130

※最終日は17:00まで

ももの節句ひなまつり、真多呂人形展 25㈬～
3/1㈰

10:00～
17:00

無　料
※最終日は16:00まで

JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00北九州市立旧百三十銀行ギャラリー八幡

東
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※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

2 月

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

パトリシア コレクション　ロイヤルアルパカ展 3㈫～8㈰ 無　料

093(643)5268
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 10㈫～15㈰ 無　料

佐藤勝彦の世界展 17㈫～22㈰ 無　料

遊・仁　作品展　～愛と郷愁のたずね人～ 2/24㈫～3/1㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第46回お遊戯発表会 7㈯ 14:00 関係者のみ 第二文化幼稚園
093(611)1436

黒崎オーケストラ・フェスティバルvol.1
北九州マリンバオーケストラ　RIM
バレエ組曲「ペトリューシュカ」世界初演

11㈬㈷ 14:00
　　　一般 ￥2500
　　友の会 ￥2000
高校生以下 ￥1500

㈱黒崎コミュニティサービス
黒崎ひびしんホール
093(621)4566

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
屋
上

星と観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、木星と冬の星空を望遠鏡で観察します。　　　　 障 7㈯ 19:00～

20:30

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50 児童文化科学館

093(671)4566※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、1/24㈯電話受付開始

会
議
室

サイエンスショー
テルミット反応で鉄を作る 11㈬㈷ 14:30～15:20 無　料

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第38回　北九州チャイルドアンサンブルフェスティバル
幼稚園児の器楽合奏 8㈰ 10:45 無　料 北九州チャイルドアンサンブル

090(3603)0616【武廣】13:30
美
術
展
示
室

第19回　藍の会作品展
洋画・水彩画　約40点 18㈬～24㈫ 10:00～17:00

無　料 藍の会
093(692)3273【河野】

※18㈬は13:00から、24㈫は16:00まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休年末年始
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

CCA PLAYTIME 2015-TALK競馬冬談義「わかりにくくて面白い競馬のコトバ」
アナウンサー 佐藤 泉。　会場などの詳細はお問合せください。 5㈭ 19:00

１人 ￥1500
（ワンドリンク付）

現代美術センターCCA北九州
093(663)1615

※要事前申込

エムレ・ヒュネル展
詳細はお問合せください。

2/16㈪～3/27㈮
(日・祝休み） 無　料

□休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展「市民が見つめ、調べ、支えてゆく身近な里やま
～モニタリングサイト1000里地調査の取り組みと5年間の成果～」
今までの調査から見えてきた全国の里やまの「今」を紹介

開催中～2/8㈰
無　料

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展観覧は入場料が必要
※８㈰は北九州マラソン開催
　のため11：00より開館

歴史ぽけっと企画展
「襤褸の世界～晴着・外出着から普段着まで～」
「さぐってみよう 昔のくらし」
明治から昭和の着物や道具を通して近代庶民の生活を紹介　　　　　　　　　障

開催中～4/6㈪

要常設展観覧料
　大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

※８㈰は北九州マラソン開催
　のため11：00より開館

ギャラリートーク「【冬の恐竜学】バレンタインデーに恐竜のチョコっといい話
展示している恐竜を見てまわりながら、担当学芸員が現場で解説　　　　　　　障 14㈯ 14:00

要常設展観覧料
　大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

※小学生以下は保護者同伴

第2回ジオパーク推進講演会「自然と歴史を活かした北九州ジオパーク・イニシアティブ」
北九州の化石と大地の魅力を紹介 15㈰ 13:30

無　料
※対象：小学生以上
※要申込　※小学生は保護者同伴

たいけん講座「いろいろなかたちのアンモナイトにさわってみよう！」
化石標本に触れながらアンモナイトの形の多様性や不思議を実感していく 22㈰ 13:30

無　料
※対象：小学生以上
※要申込　※小学生は保護者同伴
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2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

好きっちゃ北九州フォトコンテスト 1/24㈯～2/1㈰
10:00～17:30 無　料 北九州ひとみらいプレイス事務局

093(641)9360

第44回世界児童画展　福岡・佐賀県展　絵画 7㈯・8㈰
10:00～17:00

無　料 公益財団法人 美育文化協会
03(5825)4801【下枝】※最終日は15:00まで

展
示
室
１

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎　修了記念作品展
洋画・書・写真

9㈪～15㈰
10:00～15:00 無　料

北九州市立年長者研修大学校
穴生学舎

093(645)6688【志村】

九州女子大学第47回卒業書作展　書 17㈫～22㈰
9:00～18:00

無　料 九州女子大学人間科学部
人間発達学科

080(5800)4307【内尾】※最終日は17:30まで

楡の会絵画展　洋画 2/23㈪～3/1㈰
9:00～17:00

無　料 楡の会
093(601)8196【熊洞】※最終日は16:00まで

展
示
室
２

My夢アート展　障がい者によるアート 2㈪～5㈭
10:00～16:30

無　料 特定非営利活動法人Ｍy夢
093(692)3344【福田】※最終日は15:00まで

世界文字紀行展　工芸・書・陶芸・凧 12㈭～15㈰
9:00～18:00

無　料 080(3968)9215【岡野】
※最終日は17:00まで

自然染めとシルクの服展　染色 23㈪～26㈭
10:30～18:00

無　料 アトリエサラサ
090(9073)8081【星野】※最終日は16:00まで

「みんな晴れの日」展　水彩画・立体作品 2/28㈯～3/1㈰
10:00～18:00

無　料 カワイ絵画造形教室
090(7382)2796【松尾】※最終日は17:00まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

おゆうぎ会 14㈯ 13:00 無　料 済世第一幼稚園
093(671)2192

第3回パレードピース 21㈯ 13:30 無　料 パレードピース
090(2895)4828【吉村】

北九州市民吹奏楽団 第34回定期演奏会 22㈰ 14:30 ￥500 北九州市民吹奏楽団
080(1710)2407【池田】

中
ホ
ー
ル

生活発表会 7㈯ 10:00 関係者のみ ひまわり保育園
093（622）2380

ひなまつり発表会 8㈰ 13:00 関係者のみ 学校法人秋吉学園 穴生幼稚園
093（631)5874

第39回八幡西区青少年育成会協議会「研究集会」 22㈰ 10:00 無　料 八幡西区役所コミュニティ支援課
093（642）1441

北九州子ども劇場2月小学生以上例会「空の村号」（劇団仲間） 28㈯ 15:00 会員制 北九州子ども劇場
093（884）383419:00

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

コレクション展Ⅱ　特集　浮世絵にみる忠臣蔵と歌舞伎　 障 11/15㈯～2/8㈰
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50

北九州市立美術館本館
093(882)7777

コレクション展Ⅲ　特集　版画芸術への誘い　　　　　　障 2/21㈯～6/28㈰
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50

企
画
展
示
室

アート・オブ・メモリー　記憶をめぐる４つのレシピ
「記憶」をキーワードに、４組の現代作家による体験型映像作品やオブジェなどを紹介。　　 障 1/4㈰～2/22㈰

 一般 ￥1000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

※前売りおよび20名以上団体料金
　一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

企
画
展
示
室
・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第34回　北九州市立小・中学校合同美術展
絵画・立体・工作 2/28㈯～3/8㈰ 無　料 北九州市小学校図画工作科教育研究会

093(641)4712【門司】

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

赤馬展　洋画、日本画、彫刻、工芸 1/27㈫～2/1㈰ 無　料 赤馬展
080(1769)3486【平山】

ひまわり絵画展　絵画 3㈫～8㈰ 無　料 ひまわりアートプロジェクト
080(5203)5663【池本】

志徳幼稚園・志井幼稚園の年長組による紙版画展　版画 10㈫～15㈰ 無　料 村端学園
093(961)1948【村端】

宮武眞澄　心のふる里人形展　北九州展　創作人形 17㈫～22㈰
　一般 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥100

0166（36）6221【宮竹】

講
堂 館長講座　芸術都市をめぐって　第4回 ベルリン 8㈰ 14：00 無　料 北九州市立美術館本館

093（882）7777

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館戸畑

10



2 月

※１月９日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

福岡県中学校　技術・家庭科作品展
中学生が製作した作品（木工・衣類等）の展示 6㈮～8㈰ 9:00～17:00

無　料 北九州市立若松中学校
093(751)2030【冨田】

※8㈰は15:00まで
※8㈰は北九州マラソン開催の為、午前中交通規制あり

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ニューイヤーコンサート 1㈰ 11:00 無　料 九州・山口音楽協会
080(6412)2509【辻】

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部　第9回定期演奏会
演奏曲：トムティット・トット、ディープパープルメドレーなど 11㈬㈷ 13:30 無　料 福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部

093（571）1738【橋本】

第50回創作ダンス研究発表会（創立60周年記念） 21㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟
093(881)1147【酒井】

デフ・パペットシアター・ひとみ「森と夜と世界の果てへの旅」北九州公演
ろう者と聴者の感性が創り出す魅力溢れるエネルギッシュな冒険旅行の人形劇 22㈰ 14:00

一般 ￥2000
小人 ￥1000
親子 ￥2500

特定非営利活動法人
北九州市聴覚障害者協会
093(881)0114【大澤】※親子：一般１名＋小学生以下１名

※当日￥500増

中
ホ
ー
ル

専門学校麻生医療福祉＆観光カレッジ卒業研究発表会（論文発表とオペレッタ）
医療・福祉・保育・観光の学科による論文とオペレッタの発表 4㈬ 13:30 無　料 専門学校麻生医療福祉＆観光カレッジ

093(882)0018【井下】
高齢社会を考える戸畑区民の集い
映画上映「わたし」の人生（みち）　我が命のタンゴ 10㈫ 18:30 無　料 戸畑区役所保健福祉課

093（881）4800【田仲】

新春舞初めの会 15㈰ 12:30 ￥1000 北九州邦友会事務局
090(7154)8065【秋武】

第28回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール 20㈮ 18:00 無　料 一般社団法人東京国際芸術協会
03（3809）9712【栗田】

音楽の広場ＰＡＭ　106回コンサート
実力、人気抜群の三上亮（Vn）＆金子鈴太郎（Vc）によるDuo初登場 21㈯ 14:00 一般 ￥1000

  会員 ￥500
音楽の広場ＰＡＭ

090(9605)3881【岩崎】

戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

CulCul の主な設置場所　
市内ＪＲ駅、市民会館、市民センター、生涯学習センター、図書館、市内体育施設、北九州空港、男女共同参画センター・ムーブ、

　　　　　　　　　　　　　井筒屋、モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸術劇場プレイガイド・インフォメーションなど

2015 年 2月号
表紙イメージ
「かたちを創る、ひかり」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2015.2.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2‒1‒1‒7F   TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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■
小
松
亮
太
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
リ
オ

３
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
中
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
今
回

は
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
小
松
亮
太
、
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
田
中
伸
司
、
ギ
タ
ー
の
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ラ
ー
ボ
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
リ
オ
で
登
場
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
Ｓ
席
５
４
０
０
円
、
Ａ
席

４
０
０
０
円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
北
九
州
ユ
ー
ス
室
内
管
弦
楽
団
第

２
回
定
期
演
奏
会 

ジ
ョ
ン
・
ル
イ
ス

作
曲　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
窓

３
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。
出
演
は
、
北
九
州
ユ
ー
ス
室

内
管
弦
楽
団
、
木
屋
瀬
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
地
元
北
九
州
市
在
住
の
サ
ッ

ク
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
田
部
俊
彦
ほ
か
。

幻
の
ジ
ャ
ズ
組
曲
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

窓
」
を
初
演
、
50
年
代
の
ジ
ャ
ズ
が

甦
る
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般

２
５
０
０
円
、
友
の
会
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
。

■
第
18
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
15
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指

揮
は
沖
澤
の
ど
か
。
２
部
構
成
で
、

Ｊ
．
Ｈ
．
ロ
マ
ン
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
た
め
の
組
曲
」ほ
か
、
団
員
自
ら

企
画
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
届
け
る
。

全
席
自
由
。
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）。

整
理
券
は
大
手
町
練
習
場
（
小
倉
北

区
大
手
町
／
大
手
町
ビ
ル
９
Ｆ
）
に

て
３
月
２
日
（
月
）
よ
り
配
布
開
始
。

北
九
州
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

０
９
３
（
５
８
３
）
５
２
８
２

■
北
九
州
芸
術
劇
場
＋
市
民
共
同
創

作
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
「Re

：
北
九
州

の
記
憶
」

２
月
28
日（
土
）と
３
月
１
日（
日
）。

共
に
午
後
１
時
30
分
開
場
、
同
２
時

開
演
。
北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場

（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー

ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
北
九
州
で
暮
ら

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

す
高
齢
者
の
中
に
眠
っ
て
い
た
、
さ

さ
や
か
な
話
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
生

ま
れ
た
八
つ
の
物
語
が
舞
台
上
で
甦

り
ま
す
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
５

０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
芸
術
劇
場

０
９
３
（
５
６
２
）
２
６
５
５

『小松亮太スペシャルトリオ』
チラシ

「Re: 北九州の記憶」（2013）撮影：藤本彦

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『ジョン・ルイス作曲　ヨーロッ
パの窓』チラシ

8

※　

演
奏
に
お
け
る
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
を
意
図
的
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
音
楽
上
の
表
現
方
法
。

く
照
ら
せ
ば
、
よ
り
高
く
飛
翔
で
き

る
と
。
だ
か
ら
、
彼
女
の
演
奏
す
る

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

な
ど
の
作
品
は
圧
倒
的
。
音
色
の
多

彩
さ
、
息
づ
か
い
、
考
え
尽
く
さ
れ

た
自
然
な
ア
ゴ
ー
ギ
ク※

、
挙
げ
た
ら

き
り
が
な
い
。
耳
に
タ
コ
が
で
き
る

ほ
ど
聴
い
た
曲
で
も
、
彼
女
が
演
奏

す
る
と
初
め
て
聴
い
た
曲
の
よ
う
に

新
鮮
で
、
本
来
の
曲
の
姿
を
示
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
彼
女
が
、
公
開

レ
ッ
ス
ン
で
学
生
に
何
を
語
り
、
何

を
要
求
す
る
の
か
。
想
像
す
る
だ
け

で
…
し
び
れ
ま
す
。

し
て
公
開
レ
ッ
ス
ン
の
３
本
立
て
。

贅ぜ
い
た
く沢

。

　

ピ
ア
ノ
教
育
連
盟
が
行
う
公
開
講

座
の
特
別
講
師
と
し
て
招し
ょ
う
へ
い聘

さ
れ
、

テ
ー
マ
は
「
古
典
と
向
き
合
う
」。

〝
エ
リ
ソ
様
〞
に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り

な
テ
ー
マ
で
す
。「
大
切
な
の
は
、

急
が
ず
、
古
典
に
し
っ
か
り
向
き
合

う
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
と
は
ど

こ
へ
で
も
羽
ば
た
け
る
」
と
常
日
頃

か
ら
古
典
音
楽
の
大
切
さ
を
説
い
て

お
ら
れ
る
〝
エ
リ
ソ
様
〞。
古
典
は

音
楽
の
基
礎
で
あ
り
、
真
髄
な
の
で

す
。
足
下
を
確
か
に
築
け
ば
、
明
る

　

昨
年
の
２
月
号
に
、「
エ
リ
ソ
・

ヴ
ィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ
」
さ
ん
の
事
を
書

き
ま
し
た
。
私
の
最
も
尊
敬
す
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
。昨
年
は
２
度
来
日
さ
れ
、

ソ
ロ
２
回
、
協
奏
曲
を
２
回
聴
く
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
で
今
後
10
年

は
頑
張
れ
る
ぞ
！　

と
思
っ
て
い
た

ら
、
再
来
日
決
定
！　

神
様
あ
り
が

と
う
！　

３
月
、
東
京
で
ソ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト
、
公
開
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ

〝
エ
リ
ソ
様
〞
再
来
日
決
定
！
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約
38
億
年
に
お
よ
ぶ
生
命
の
営
み

の
中
で
、
人
間
は
最
も
「
石
好
き
」

な
生
き
物
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の「
好

き
」
の
内
容
も
、
生
活
に
役
立
つ
と

い
う
こ
と
の
ほ
か
に
美
し
さ
や
神
秘

性
に
惹ひ

か
れ
る
と
い
う
独
特
な
も
の

で
す
。
当
博
物
館
で
は
、
そ
の
よ
う

な
石
の
魅
力
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

特
別
展
の
見
ど
こ
ろ
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
地
球
の
成
り
立
ち
に
触
れ
ま

す
。
ア
エ
ン
デ
隕い
ん

石
は
、
約
46
億
年

前
に
で
き
た
太
陽
系
最
古
の
物
質
を

含
む
隕
石
で
す
。
マ
ー
チ
ソ
ン
隕
石

も
同
じ
く
ら
い
古
い
隕
石
で
、
生
命

の
材
料
に
な
り
得
る
ア
ミ
ノ
酸
を
含

ん
で
い
ま
す
。
地
球
は
、
こ
の
よ
う

な
隕
石
が
衝
突
を
繰
り
返
す
中
で
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
展
で
は
、
約
40
億
年
前
に
で
き

た
地
球
最
古
の
岩
石
で
あ
る
ア
カ
ス

タ
片へ
ん

麻ま
が
ん岩

や
、
約
38
億
年
前
に
海
と

生
命
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
イ
ス
ア

礫れ
き

岩が
ん

も
展
示
し
ま
す
。
地
球
形
成
の

物
語
が
刻
ま
れ
た
貴
重
な
隕
石
や
岩

石
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
に
地
球
の
美
し
い
鉱
物
を
紹
介

し
ま
す
。
地
球
は
絶
え
ず
変
化
し
て

い
る「
生
き
た
惑
星
」で
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
が
出

来
ま
す
。
灼
熱
の
マ
グ
マ
か
ら
生
ま

れ
た
緑
り
ょ
く

柱ち
ゅ
う
せ
き

石
、
地
下
水
か
ら
生
ま
れ

た
自
然
金
、
風
化
し
て
ゆ
く
岩
の
中

で
生
ま
れ
た
孔く
じ
ゃ
く雀

石せ
き

、
大
地
の
巨
大

な
力
で
生
ま
れ
た
翡ひ
す
い翠

な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
美
し
い
鉱
物
た
ち
約
６
０
０

点
を
出
来
た
環
境
ご
と
に
展
示
し
ま

す
。
注
目
は
か
わ
い
い
ハ
ー
ト
型
の

水
晶
。
こ
の
水
晶
に
二
人
で
願
い
事

を
し
た
ら
い
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
！

　

そ
し
て
人
間
が
石
に
感
じ
る
魅
力

の
原
点
に
迫
り
ま
す
。
人
々
は
、
遥

か
昔
か
ら
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身

に
着
け
た
り
、
石
か
ら
金
属
を
取
り

出
し
て
工
芸
品
を
作
っ
た
り
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
営
み
を
、
縄
文
か
ら

弥
生
時
代
の
石せ
き
せ
い製

玉た
ま
る
い類

や
、
現
代
の

宝
石
と
金
属
工
芸
品
を
通
し
て
ひ
も

と
き
ま
す
。
鹿
児
島
県
上う
え

加か

世せ

田だ

遺

跡
、
佐
賀
県
中な
か
ば
る原

遺
跡
、
福
岡
県
吉

武
高
木
遺
跡
お
よ
び
田た
ぐ
ま
い
し
は
た
け

熊
石
畑
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
翡
翠
製
勾ま
が
た
ま玉

や
碧

へ
き
ぎ
ょ
く玉

製
管く
だ

玉た
ま

は
、
考
古
学
者
も
注
目
の

品
々
で
す
。
九
州
屈
指
の
美
し
い
玉

類
が
一
堂
に
会
す
る
の
は
史
上
初

で
、「
鉱
物
展
」
に
は
も
っ
た
い
な

い
く
ら
い（
笑
）。
原
石
と
と
も
に
展

示
す
る
産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質

いのちのたび博物館・春の特別展
「地球からの贈り物 ～石の美と魅力～」

森　　　康 Yasushi Mori北九州市立いのちのたび博物館　学芸員

標
本
館
秘
蔵
の
宝
石
標
本
約
１
５
０

点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
代
表
的
な
誕

生
石
か
ら
レ
ア
ス
ト
ー
ン
ま
で
、
宝

石
そ
の
も
の
の
色
彩
や
光こ
う

輝き

を
実
感

で
き
る
カ
ッ
ト
石
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
特
別
展
で
は
、
こ
の

よ
う
に
多
種
多
様
な
標
本
を
通
し
て

石
と
人
の
関
わ
り
を
探
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
標
本
も
、
み
な
さ
ん
に
石
の

魅
力
と
地
球
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
厳
選
し
た
も

の
ば
か
り
で
す
。
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

太陽系最古のアエンデ隕石

紅色の緑柱石「レッドベリル」

フローライト（蛍石）のカット石

【開催期間】
3月21日（土・祝）～5月10日（日）会期中無休
【開館時間】
午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
【入場料】
特別展入場料が、別途必要です。
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください。
【お問合せ】
北九州市立いのちのたび博物館　093（681）1011　http://www.kmnh.jp/

常設展観覧料は一般500円、高校・大学生300円、小・中学生200円、未就学児
は無料です。
※特別展とのセット券あります。

Information

ハート型の水晶「日本式双晶」
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卒
業
・
進
級
制
作
展
特
集

漫画
hiroba若　狭　敏　彦

北九州市漫画ミュージアム　企画係
漫画と北九州

Toshihiko Wakasa

　

今
や
漫
画
は
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」
と

し
て
世
界
共
通
語
と
な
り
、
国
も
漫

画
を
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
の
一
つ

と
し
て
世
界
に
発
信
す
る
政
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
漫
画
家
を
夢
見
る

人
も
増
え
て
お
り
、
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
「
大
人
に
な
っ
た
ら
な
り
た

い
も
の
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

し
ば
し
ば
ト
ッ
プ
10
に
入
る
人
気
職

業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
か
、
高
い
レ

ベ
ル
の
漫
画
に
お
け
る
創
造
力
や
画

力
、
構
成
力
な
ど
を
指
導
す
る
学
科

や
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
教
育
機
関
も

増
え
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
が
２

０
１
０
年
度
に
調
査
し
た
結
果
で

は
、
20
校
以
上
の
大
学
院
・
大
学
・

短
大
や
40
校
以
上
の
専
門
学
校
で
漫

画
分
野
の
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
「
見
る
・
読
む
・
描
く
」
の
三
つ

の
テ
ー
マ
で
運
営
を
し
て
い
ま
す

が
、「
描
く
」
テ
ー
マ
の
中
の
「
創
造
・

育
成
・
交
流
機
能
」
に
基
づ
き
、
毎

年
２
月
に
は
専
門
学
校
の
卒
業
・
進

級
制
作
展
の
誘
致
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

Information
【常設展示入館料】※（　）内は団体料金
一　般　400円（320円）　　中高生　200円（160円）
小学生　100円（80円）　　小学生未満　無料
【開館時間】
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】
毎週火曜日（休日の場合はその翌日）
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

北九州市漫画ミュージアムでは、当館で制作展を行う学校を応
援・募集しています。皆さんに見ていただく展示スペースの提
供や一部機材の貸出などの協力を行っています。

門
学
校
北
九
州
校
の
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン

科
／
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
ー
タ
科
に
よ
る
制

作
展
を
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
５
Ｆ

企
画
展
示
室
で
開
催
し
、
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
や
生
徒
た
ち
が
１
年
間

勉
強
に
励
ん
だ
成
果
を
集
大
成
と
し

て
一
堂
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
北
九
州
市
の
中
で
唯
一
の

創
作
・
表
現
・
デ
ザ
イ
ン
系
の
い
わ

ゆ
る
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
」
学
科

を
持
っ
た
学
校
と
し
て
04
年
４
月
に

新
校
舎
を
小
倉
北
区
浅
野
に
移
転
・

開
校
し
ま
し
た
。
広
報
効
果
や
外
部

評
価
の
意
義
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
生

徒
た
ち
の
卒
業
・
進
級
制
作
展
を
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
近
隣
施
設
内
で

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
昨
年
は

初
め
て「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
室
」

で
開
催
し
ま
し
た
。「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」に
近
い
雰
囲
気
の
中
で
、

2014制作展ポスター

展示の様子

これまでの勉強の成果を展示

よ
り
展
示
に
適
し
た
環
境
で
開
催
し

た
こ
と
。
こ
れ
が
、
結
果
的
に
生
徒

た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ

さ
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
更
に
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
客
層
は
同
校
と
年

齢
層
が
重
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
集
客
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も

同
校
の
卒
業
・
進
級
制
作
展
を
15
年

２
月
13
日（
金
）か
ら
２
月
15
日（
日
）

ま
で
の
３
日
間
で
開
催
予
定
で
す
。

今
年
も
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

将
来
成
長
し
た
生
徒
た
ち
の
作
品

を
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展
で

展
示
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
卵
た
ち
の

制
作
展
を
見
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
！



5 CulCul  2015.February

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

「アート・オブ・メモリー　記憶を

めぐる４つのレシピ」展に寄せて

　

北
九
州
市
立
美
術
館
・
本
館
で

「
記
憶
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
の

「
ア
ー
ト
」
の
語
は
、
元
々
の
意
味

で
あ
る
「
技
術
」
と
い
う
意
味
も
含

め
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会

名
の
「
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
メ
モ
リ
ー
」

と
は
「
記
憶
の
ア
ー
ト
（
術
）」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
物

事
を
一
度
に
覚
え
た
り
、
瞬
時
に
物

の
配
列
を
暗
記
し
た
り
す
る
記
憶
術

と
は
違
い
ま
す
。
私
た
ち
の
中
に
眠

る
様
々
な
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
ア
ー

ト（
技
術
・
芸
術
）と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
展
で
は
作
品
を
た
だ
じ
っ
と
見

る
だ
け
で
は
な
く
、
動
く
作
品
や
触

れ
る
作
品
な
ど
も
あ
り
、
会
場
内
で

写
真
撮
影
も
で
き
る
な
ど
、
私
た
ち

の
記
憶
を
か
き
立
て
る
仕
掛
け
に
満

ち
て
い
ま
す
。

　

今
回
「
時
代
の
記
憶
」「
風
景
の

記
憶
」「
人
の
記
憶
」「
自
然
の
記

憶
」
と
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基

に
、
４
組
の
美
術
家
（
柴
川
敏
之
、

ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
、
北
上
伸
江
、

plaplax

）
が
私
た
ち
の
記
憶
を
刺

激
す
る
新
作
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

柴
川
敏
之
（
１
９
６
６
年
生
）
は

「
２
０
０
０
年
後
か
ら
見
た
現
代
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
身
の
回
り
の
物

を
「
化
石
」
化
さ
せ
る
作
品
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
後
の
視

点
か
ら
私
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
る

と
い
う
不
思
議
な
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

を
体
験
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
同
時

期
に
柴
川
の
個
展
が
筑
後
市
の
九
州

芸
文
館
で
開
か
れ
て
お
り
、
北
九
州

と
筑
後
を
両
方
見
て
完
結
す
る
作
品

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
（
１
９
７
１

年
生
）
は
「
デ
バ
イ
ス
ア
ー
ト
」
と

も
呼
ば
れ
る
工
学
技
術
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
、

人
間
と
機
械
の
境
界
線
上
に
生
ま
れ

る
芸
術
体
験
を
生
み
出
し
ま
す
。
光

と
影
の
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
見
慣
れ
た

物
か
ら
驚
く
べ
き
風
景
が
立
ち
上
が

る
様
子
は
必
見
で
す
。

　

北
上
伸
江
（
１
９
８
５
年
生
）
は

実
写
映
像
を
水
彩
な
ど
で
１
こ
ま
ず

つ
描
き
起
こ
し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

化
し
、
日
常
の
風
景
を
新
鮮
な
イ

メ
ー
ジ
に
つ
く
り
変
え
る
作
品
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
さ
と
新
し

さ
と
が
同
居
す
る
か
の
よ
う
な
映
像

体
験
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

plaplax

（
プ
ラ
プ
ラ
ッ
ク
ス
）

は
近ち
か
も
り森

基も
と
し、

久く
の
う納

鏡き
ょ
う
こ子

、
筧

か
け
ひ

康や
す
あ
き明

、

小お
は
ら原

藍あ
い

に
よ
る
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
で
、

主
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
映
像
を
用
い

た
体
験
／
参
加
型
の
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

作
品
を
触
っ
て
み
る
と
そ
こ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
広
が
り
、

私
た
ち
の
少
年
・
少
女
期
の
記
憶
を

ざ
わ
ざ
わ
か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

　

記
憶
と
い
う
も
の
は
忘
却
に
よ
っ

て
そ
の
輝
き
を
よ
り
増
す
も
の
。
最
近

物
忘
れ
が
多
い
な
と
か
、
あ
れ
こ
れ
思

い
出
せ
な
く
な
っ
た
な
と
い
う
人
、

ぜ
ひ
こ
の
展
覧
会
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

記
憶
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
ょ
う
！

柴川敏之《2000年後に発掘された携帯電話の化石群》2011年

アート・オブ・メモリー　記憶をめぐる
４つのレシピ
【開催期間】
1月4日（日）～2月22日（日）
【開催時間】
午前9時30分～午後５時30分
（入場は午後５時まで）
【休館日】
月曜日休館
【会　場】
北九州市立美術館本館
戸畑区西鞘ヶ谷町21の1
093（882）7777

Information

北上伸江《RGB Home Video》2013年
テクニカル：イトウユウヤ　作業協力：坪井愛　撮影：長塚秀人

クワクボリョウタ《10番目の感傷（点・線・面）》2010年
撮影：木奥恵三
写真提供：NTTインターコミュニケーション・センター [ICC]

plaplax《石ころのカチナ》2011年「アート・オブ・メモリー
記憶をめぐる４つのレシピ」展
ポスター
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寿
山
福ふ

く
じ
ゅ聚

寺
（
小
倉
北
区
）
に
連
な

る
寺
で
す
。
久
女
が
生
前
広
寿
山
に

親
し
ん
だ
こ
と
か
ら
、
圓
通
寺
境
内

に
は
二
つ
の
句
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

無む
ゆ
う
げ

憂
華
の
樹こ

か
げ
は
い
づ
こ

 

仏ぶ
っ
し
ょ
う
え

生
会

　

三
山
の
高た
か
ね嶺

づ
た
ひ
や
紅
葉
狩

　

久
女
忌
で
は
、読
経
と
と
も
に「
無

憂
華
の
…
」
の
句
碑
前
へ
供
花
が
行

わ
れ
ま
す
（
荒
天
の
場
合
は
講
堂
）。

無
憂
華
と
は
お
釈
迦
様
が
安
ら
か
に

生
ま
れ
た
木
陰
の
樹
が
つ
け
る
花
で

す
。
安
息
の
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

を
問
う
こ
の
句
は
、
起
伏
の
多
い
人

生
を
歩
ん
だ
久
女
の
代
表
句
で
す
。

　

忌
日
は
一
年
で
最
も
寒
さ
の
厳
し

い
時
季
。
雪
ま
じ
り
の
天
候
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冬
の
澄
ん
だ
空

気
に
久
女
の
愛
し
た
白
菊
が
重
ね
ら

れ
る
の
は
、
清せ
い
れ
つ冽

な

※

光
景
で
す
。
毎

年
、
久
女
の
孫
に
あ
た
る
石
太
郎
さ

ん
も
参
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
久

女
忌
を
主
催
す
る
久
女
・
多
佳
子

の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.hisajo.jp/

）
を
参
照
く
だ

さ
い
。

○
全
国
女
性
俳
句
大
会
in
北
九
州

　

著
名
な
女
性
俳
人
を
輩
出
し
た
歴

史
に
ち
な
み
、
北
九
州
市
で
は
例
年

ひ
な
祭
り
の
頃
に
女
性
を
対
象
に
し

た
俳
句
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
半
世
紀
ぶ
り
に
営
業
を
再

開
し
た
門
司
の
料
亭
「
三さ
ん

宜き
ろ
う楼

」
と

「
俳
句
に
詠
ま
れ
た
関
門
海
峡
」
を

テ
ー
マ
に
２
月
28
日
、
３
月
１
日
の

二
日
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
三
宜
楼
の

「
俳
句
の
間
」
を
は
じ
め
、
赤
間
神

宮
や
和
布
刈
神
社
な
ど
で
の
吟
行
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
者
は
現
代
の
女
性
俳
句
を
代
表

す
る
６
名
の
先
生
方
で
す
。

　

宇
多
喜
代
子（「
草
樹
」
会
員
）

○
女
性
俳
人
を
輩
出
し
た
北
九
州

　

か
つ
て
、
北
九
州
が
女
性
の
俳
句

作
家
を
輩
出
し
た
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
杉
田
久
女
、
橋
本
多
佳

子
、
竹
下
し
づ
の
女
な
ど
―
―
ま

だ
、
女
性
が
俳
句
を
詠
む
こ
と
が
珍

し
か
っ
た
時
代
、
北
九
州
か
ら
全
国

的
に
著
名
な
女
性
俳
人
が
次
々
と
現

れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
〈
女
性
俳

人
の
メ
ッ
カ
〉
と
例
え
ら
れ
た
ほ
ど

で
す
。

　

今
回
は
、
特
に
北
九
州
市
と
ゆ
か

り
が
深
く
、
ほ
か
の
女
性
俳
人
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
杉
田
久
女
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
久
女
忌

　

毎
年
１
月
21
日
、
杉
田
久
女
の
命

日
に
小
倉
北
区
の
圓え
ん

通
寺
で
久
女
忌

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
１
９
４
６
年
、

敗
戦
間
も
な
い
冬
の
日
、
久
女
は
太

宰
府
の
筑
紫
保
養
院
（
現
福
岡
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病
院
）

で
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
入
院
先
が
精
神
病
院
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、「
狂
死
」
を
噂
さ
れ
ま

す
が
、
死
因
は
腎
臓
病
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

圓
通
寺
は
、
黄お
う
ば
く檗

宗
の
名
刹さ

つ

・
広

久
女
忌
、
全
国
女
性
俳
句
大
会
in
北
九
州

第14回全国女性俳句大会in北九州

【期日】
2015年2月28日（土）、3月1日（日）
【会場】
北九州国際会議場
【お問合せ】
（公財）西日本産業貿易
コンベンション協会
「全国女性俳句大会in北九州」係
093（551）4111

Information

杉
すぎた

田久
ひさじょ

女　1890年～1946 年
俳句作家。本名、ひさ。鹿児島県生まれ。
09年、旧制小倉中学の図画教諭・杉田
宇
うない
内と結婚し、小倉へ転居。俳句雑誌『ホ
トトギス』を中心に女性俳人の草分けと
して活躍。自らも『花衣』を創刊するな
ど高く評価されたが、のち『ホトトギス』
同人を削除され、失意に陥った。

文芸
hiroba 中西　由紀子

北九州市立文学館　主任学芸員
Yukiko Nakanishi

ようこそ文学館へ

杉田久女（左）と橋本多佳子（右から２人目）

圓通寺

久女忌、供花の様子。右奥が句碑。

全国女性俳句大会in北九州表彰式

　

小
川　

晴
子（「
風
花
」
副
主
宰
）

　

黒
田　

杏
子（「
藍あ
お
い生

」
主
宰
）

　

千
原　

叡
子（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人
）

　

寺
井　

谷
子（「
自じ
め
い
し
ょ
う

鳴
鐘
」
主
宰
）

　

西
村　

和
子（「
知ち
い
ん音

」
代
表
）

表
彰
式
の
ほ
か
、
１
日
に
は
高
浜
虚

子
の
曽そ
う
そ
ん孫

で「
花
鳥
」主
宰
の
坊
城
俊

樹
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。

大
会
参
加
は
男
女
自
由
と
な
っ
て
い

ま
す
（
要
問
い
合
わ
せ
）。

中中中中中中中中西西西西西西西西　由由由由由由由由由由由由由紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
北九州北九州北九州北九州北九州北九州北九州北九 市立文市 文市市 学館学館学館学学館学館学館学館学館館学館学館学館学館学館学館館館 主任学主任学主任学主任学主任学主任学主任学主任学主任主任学主主任学主任主任主任学主任学任任学任学任 芸員芸員員員員員員員員員

YYukYukYukYYYYYuYuukukYukkYuuYYY ikokokokoiki  Nakannishi

よよよよようううううこそそそそそそ文文文文文文文文文文文文文文文学学学学学学学学学学館館館館館館へへへへへへ

※　

水
な
ど
が
清
ら
か
に
澄
ん
で
冷
た
い
こ
と
。ま
た
、

そ
の
さ
ま
。
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「劇団C4」『三日月探偵社CASE.3 ～月の影を
追え！～』チラシ

　

寒
い
冬
の
間
も
、
演
劇
人
は
元
気

で
あ
る
。

　

12
月
に
劇
団
「
演
劇
関
係
い
す
と

校
舎
」
が
新
作
『
草
、
の
び
て
、

家
。』（
作
・
演
出
：
守
田
慎
之
介
／

12
月
11
日
〜
14
日
／
自
宅
劇
場
「
守

田
ん
家
。」）
を
発
表
。
ま
た
、
１
月

に
は
、「
劇
団
Ｃ
４
」
が
第
20
回
公

演
と
な
る
作
品
『
三
日
月
探
偵
社
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
・
３
〜
月
の
影
を
追
え
！

〜
』（
作
・
演
出
：
大
福
悟
／
１
月

17
日
・
18
日
／
旧
大
連
航
路
上
屋
２

Ｆ
ホ
ー
ル
）
を
上
演
し
た
。

　

定
番
の
公
演
以
外
の
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
と
し
て
は
、「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ

ク
」
の
穴
迫
信
一
と
熊
本
の
劇
団

「
不
思
議
少
年
」
の
大
迫
旭
洋
が
ユ

ニ
ッ
ト
「
鎖
骨
」
を
結
成
、
福
岡
市

で
、
第
１
回
単
独
ラ
イ
ブ
『D

E
C
O
RT
E

』（
脚
本
・
演
出
：
鎖
骨

／
１
月
８
日
・
９
日
／
甘か
ん

棠と
う

館か
んShow

劇
場
）
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
２
月
。
毎
年
、
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
き
た
「
北
九
州
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
今
年
度

は
、
名
称
を
「
北
九
州
芸
術
工
業
地

帯
２
０
１
５
」
と
変
え
て
開
催
さ
れ

る
。

　

変
わ
っ
た
の
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
名
称
だ
け
で
な
い
。
企
画
の
中
の

一
つ
「
ま
ち
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ

ン
ス
」
の
〝
主
催
〞
に
注
目
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
「
北
九
州

劇
団
代
表
者
会
議
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
文
字
通
り
、
北
九
州
を

本
拠
地
及
び
発
表
の
場
と
し
て
演
劇

創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
代

表
者
の
組
織
だ
。

　

も
と
も
と
、
い
く
つ
か
の
劇
団
の

代
表
者
が
集
ま
っ
た
際
に
「
北
九
州

芸
術
劇
場
の
企
画
な
ど
で
、
個
人
的

な
交
流
は
増
え
た
が
、
劇
団
同
士
が

お
互
い
の
作
品
を
見
に
行
っ
た
り
、

意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
機
会
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
。
も
っ
と
団
体
同
士

が
積
極
的
に
北
九
州
の
演
劇
に
つ
い

て
語
る
場
を
も
て
な
い
か
」
と
い
う

話
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
。

今
後
、
定
期
的
な
会
合
や
、
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
、
今

回
の
「
ま
ち
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ

ン
ス
」
は
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

と
な
る
。（
昨
年
度
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
画
で
は

〝
協
力
〞
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
）

　

こ
の
連
絡
会
議
の
登
録
対
象
は
今

の
と
こ
ろ
「
小
劇
場
系
の
演
劇
団

体
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
あ
て

は
ま
る
劇
団
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

み
る
と
、
30
を
超
え
た
と
い
う
か
ら

驚
き
で
あ
る
。

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
し
た
新
し

い
団
体
が
増
え
て
い
る
事
は
、
何
度

か
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た

「北九州芸術工業地帯2015」

「演劇関係いすと校舎」『草、のびて、家。』チラシ

が
、
改
め
て
数
え
て
み
る
と
、
確
か

に
多
い
。

　

私
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も

「
青
春
座
」「
飛
ぶ
劇
場
」「
劇
団
Ｃ

４
」「
演
劇
作
業
室
紅
生
姜
」「
演
劇

関
係
い
す
と
校
舎
」「
舞
台
集
団
コ

ン
ビ
ニ
」「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」「
超

人
気
族
」「
バ
カ
ボ
ン
ド
座
」「
空
中

列
車
」「
大
猫
座
」
等
の
他
に
、
劇

団
に
所
属
し
て
い
る
演
劇
人
が
個
人

的
な
表
現
の
場
と
し
て
構
成
し
て
い

る
ユ
ニ
ッ
ト
を
入
れ
る
と
か
な
り
の

数
だ
。

　

上
記
の
劇
団
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
他
に

も
、
定
期
的
に
公
演
は
し
て
い
な
い

け
れ
ど
も
団
体
と
し
て
の
活
動
は
継

続
し
て
い
る
劇
団
、
商
業
演
劇
系
の

団
体
、
児
童
青
少
年
向
け
の
作
品
を

発
表
し
て
い
る
団
体
等
が
多
数
存
在

す
る
。
私
が
こ
の
街
で
演
劇
に
関
わ

り
始
め
て
も
う
30
年
近
く
に
な
る

が
、
こ
れ
だ
け
の
劇
団
が
動
い
て
い

る
状
況
は
初
め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
数
が
多
け
れ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
切

磋
琢
磨
し
、
良
い
作
品
を
創
っ
て
い

く
事
は
絶
対
だ
。
代
表
者
会
議
が
た

く
さ
ん
の
劇
団
を
巻
き
込
ん
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
く

の
か
、
北
九
州
の
演
劇
に
ど
の
よ
う

な
新
た
な
風
を
吹
か
せ
て
い
く
の
か

に
注
目
し
た
い
。
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10
年
の
節
目
の
作
品
と
な
る
。
長
ら

く
フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
に
活
動
し
て
き

た
山
海
塾
の
新
作
が
日
本
で
世
界
初

演
を
迎
え
る
の
は
実
に
36
年
ぶ
り
、

も
ち
ろ
ん
北
九
州
で
は
初
め
て
の
こ

と
だ
。
舞
台
芸
術
の
世
界
で
、
世
界

初
演
は
世
界
各
地
か
ら
関
係
者
が
集

ま
る
機
会
で
あ
り
、
カ
ン
パ
ニ
ー
に

と
っ
て
は
作
品
の
評
価
が
定
ま
る
重

要
な
公
演
と
な
る
。
評
価
を
得
れ
ば

そ
の
後
の
公
演
に
つ
な
が
る
が
、
得

ら
れ
な
け
れ
ば
次
の
作
品
を
創
る
機

会
さ
え
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。

　

も
ち
ろ
ん
公
演
に
足
を
運
ぶ
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
世
界

初
演
の
裏
舞
台
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
緊
張
感
溢

れ
る
舞
台
芸
術
の
最
前
線
が
、
こ
こ

北
九
州
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ

の
喜
び
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
で

は
「
山
海
塾
作
品
を
毎
年
観
ら
れ
る

劇
場
」
と
し
て
知
ら
れ
、
新
作
の
年

に
は
日
本
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
北

九
州
。
作
品
が
上
演
さ
れ
る
中
劇
場

は
山
海
塾
作
品
を
最
も
美
し
い
状
態

で
鑑
賞
で
き
る
劇
場
と
も
言
わ
れ

る
。
近
年
は
、
舞
踏
手
が
街
で
「
山

海
塾
の
方
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

ほ
ど
に
、
そ
の
名
が
、
作
品
が
浸
透

し
つ
つ
あ
る
こ
の
場
所
で
、
再
び
山

海
塾
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
作
品
を
世
界
で
最

初
に
体
験
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
、

し
み
じ
み
と
か
み
し
め
た
い
。

海
塾
は
、
２
０
１
５
年
に
40
周
年
を

迎
え
る
。
設
立
の
５
年
後
80
年
に
は

海
外
に
飛
び
立
ち
、
82
年
か
ら
は
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
世
界
最

高
峰
・
パ
リ
市
立
劇
場
と
の
共
同
制

作
を
開
始
。
以
降
、
２
年
ご
と
に
新

作
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。

　

03
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
山
海
塾

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
を
上
演
し
続

け
て
き
た
北
九
州
芸
術
劇
場
が
、
新

作
の
共
同
制
作
に
加
わ
っ
た
の
は
、

05
年
に
パ
リ
で
初
演
を
迎
え
た
「
時

の
な
か
の
時

－

と
き
」
か
ら
。
以
来

「
降
り
く
る
も
の
の
な
か
で

－

と
ば

り
」、「
二
つ
の
流
れ

－

か
ら
・
み
」

「
歴
史
い
ぜ
ん
の
記
憶

－

う
む
す
な
」

と
、
共
同
制
作
は
続
き
、
そ
れ
ら
は

現
在
も
国
内
外
で
上
演
さ
れ
続
け
て

い
る
。

世
界
初
演
と
い
う
特
別
な
舞
台

　

今
回
の
「
新
作
」
は
、
共
同
制
作

山
海
塾
、
２
年
ぶ
り
の
新
作
。

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
先
駆
け
、
北
九

州
で
世
界
初
演
！

　

２
年
に
一
度
北
九
州
に
届
け
ら
れ

る
、
山
海
塾
の
新
作
。
そ
の
季
節
が

再
び
巡
っ
て
き
た
。

　

新
作
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
も

含
め
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
明
か
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
作
品
が
初
め
て
人
目

に
触
れ
る
そ
の
日
ま
で
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
ひ
た
す
ら
創
作
に
打
ち
込

む
。
そ
う
し
た
濃
密
な
時
間
の
中
で

少
し
ず
つ
形
作
ら
れ
、
熟
成
さ
れ
て

き
た
も
の
が
、
初
め
て
観
客
の
前
に

提
示
さ
れ
る
、
つ
ま
り
真
の
意
味
で

作
品
が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
う

こ
と
の
感
動
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
。

山
海
塾
40
周
年
の
節
目

　

１
９
７
５
年
、
天あ
ま
が
つ児

牛う
し
お大

に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
舞
踏
カ
ン
パ
ニ
ー
山

22 北九州芸術劇場

北九州芸術劇場×パリ市立劇場×
エスプラネイド－シアターズ・オン・ザ・ベイ×山海塾
共同プロデュース

山海塾「新作」世界初演
岩　本　史　緒宣伝営業課 広報係 Fumiwo Iwamoto

「歴史いぜんの記憶―うむすな」©Sankai Juku

「時のなかの時―とき」©Sankai Juku

「降りくるもののなかで―とばり」©Sankai Juku「二つの流れ―から ･み」©Sankai Juku

山海塾「新作」世界初演
【会　場】
北九州芸術劇場 中劇場　093（562）2655
【日　時】
3月28日(土)午後6時、29日(日)午後2時
※開場は開演の30分前
【チケット料金/全席指定】
一般4500円、ユース2500円（24歳以下・要
身分証提示）、高校生〔的〕チケット1500円
（高校生限定・枚数限定・劇場窓口・前売のみ）
【一般発売】2月1日(日)
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